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会
長 

中
岸
雅
夫 

 

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
新
年
明
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
改
め
て
地
震

の
怖
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
特
に
津
波
の
脅
威
を
目
の
当
た
り
に
し
、
本
県
で
も

東
南
海
、
南
海
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
対
岸
の
災
害
で
は
な
く
会
員
の
皆
さ
ん
も
何
か
期
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

私
自
身
も
被
災
地
視
察
を
行
い
、
東
北
の
方
々
か
ら
直

接
お
話
を
伺
う
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
、
本
県
の
災
害
発

生
時
に
ど
う
生
か
せ
る
か
、
ま
た
現
状
で
の
問
題
点
を
洗

い
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
十
二
月
に
は
正
副
会
長
並
び

に
各
部
会
長
で
構
成
す
る
災
害
対
策
検
討
会
議
を
開
催

し
、
現
在
各
部
会
で
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
本
年
前
半
に
は
協
会
の
現
行
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害

対
策
計
画
」
に
反
映
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
は

い
う
も
の
の
災
害
対
策
計
画
は
発
災
後
の
対
応
を
協
会

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
減
災
の
観
点
か
ら
言
え

ば
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
の
ホ
ー
ス
の
設
置
が
有
効
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
昨
年
九
月
末
の
報
告
で
は
５
４
．

７
％
の
設
置
率
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
数
値
は
昨
年
三
月

末
か
ら
４
ポ
イ
ン
ト
し
か
伸
び
て
お
ら
ず
、
今
一
度
会
員

の
皆
様
に
は
設
置
促
進
を
急
い
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
面
か
ら
見
れ
ば
、
都
市
ガ
ス
、
電
気
等
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
間
競
争
、
と
り
わ
け
電
化
と
の
競
合
が
課
題
と
な
る

わ
け
で
す
が
、
震
災
以
後
一
時
的
に
資
材
調
達
難
等
の
理

由
で
電
化
攻
勢
は
鈍
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
勢
い
は
さ

ほ
ど
衰
え
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
競
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
に
は
顧
客
接
点
強
化
を
図
る
事
が
我
々
の
有

効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。
協
会
で
は
一
月
二
十
四
日
に
県

と
「
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
す
。
こ
れ
は
会
員
の
皆
さ
ん
が
業
務
接
点
を
活
用

し
、
高
齢
者
並
び
に
独
居
老
人
の
い
る
ご
家
庭
を
把
握
し

た
上
で
訪
問
時
に
必
ず
一
声
掛
け
、
安
否
確
認
等
を
す
る

と
い
う
内
容
で
す
。
県
下
販
売
事
業
者
に
従
事
す
る
人
す

べ
て
で
高
齢
者
等
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

最
後
に
、
昨
年
ま
で
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
（
予
定
で
は
四
月
一
日
よ
り
）
当
協
会
も
一

般
社
団
法
人
へ
移
行
す
る
運
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

新
し
い
制
度
の
下
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
等
が
一
部
通
用
し

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
新
生
「
一
般
社
団
法
人

徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
」
と
し
て
船
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
理
解
並
び
に
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

   

年
頭 

ご
挨
拶 

一
月
二
十
三
日
（
月
）
に
理
事
・
監
事
・
支
部
長
合

同
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 ▽
議
案
審
議 

・
第
１
号
議
案 

脱
会
届
（
２
件
）
の
承
認
に
つ
い
て 

・
第
２
号
議
案 

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
策
定
方

針
に
つ
い
て 

・
第
３
号
議
案 

総
会
運
営
規
程
（
新
設
）
に
つ
い
て 

・
第
４
号
議
案 

理
事
会
運
営
規
程
（
新
設
）
に
つ
い

て 

・
第
５
号
議
案 

情
報
公
開
規
程
（
新
設
）
に
つ
い
て 

一
般
社
団
法
人
移
行
後
に
適
用
す
る
新
設
の
規
程

３
件
を
含
め
、
５
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

▽
報
告
事
項 

①
第
４
四
半
期
行
事
予
定 

②
平
成
二
十
四
年
度
講

習
・
検
定
計
画
（
日
程
表
）
③
ガ
ス
コ
ラ
ボ
四
国
２
０

１
１
収
支
見
通
し
の
概
要
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
オ

ー
ル
電
化
対
策
と
し
て
協
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
第
５
弾
『
ガ
ス
で
で
き
る
我
が
家
の
節

電
』
の
活
用
を
合
同
会
議
出
席
者
に
依
頼
し
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
第
５
弾
に
つ
い
て
は
、
電
力
会
社
が
原
子
力

発
電
所
の
操
業
率
低
下
に
よ
り
発
電
量
が
大
幅
に
低

下
し
た
結
果
、
節
電
要
請
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
抱

え
な
が
ら
も
、
原
発
事
故
以
前
と
同
様
に
オ
ー
ル
電
化

を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
不
合
理
を
訴
え

る
と
と
も
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
観
点
等

か
ら
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
機
器
の
活
用
を
訴
え
る
も
の
で
す
。

協
会
販
売
価
格
１
部 

十
一
円
の
有
償
チ
ラ
シ
で
す

が
、
会
員
各
位
の
積
極
的
な
利
用
、
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

第
５
回 

理
事
会 

（
監
事
・
支
部
長
合
同
） 
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オ
ー
ル
電
化
対
策
と
し
て
四
国
内
４

県
の
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
と
四
国
ガ
ス

が
協
調
し
て
実
施
し
て
い
る
ガ
ス
コ
ラ

ボ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
５
年
目
）
の
結
果
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
当
協
会
会
員
事

業
所
７
８
を
含
み
四
国
内
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
・
都
市
ガ
ス
取
扱
販
売
店
４
２
８

事
業
所
が
参
加
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
応
募
募
は
が
き
販
売
枚
数
は

合
計
９
３
，
９
２
０
枚
で
、
こ
の
販

売
額
か
ら
推
計
し
た
ガ
ス
機
器
販
売

額
は
７
億
円
と
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
当
協
会
販
売
店
７
８

へ
の
応
募
は
が
き
販
売
枚
数
は
２

０
，
４
５
０
枚
で
、
こ
れ
か
ら
ガ
ス

機
器
販
売
額
は
約
１
億
５
千
万
円
と

推
計
し
て
お
り
ま
す
。 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
事
業
所
数
や

応
募
は
が
き
の
販
売
額
を
も
と
に
し

た
本
県
協
会
へ
の
景
品
の
配
分
本
数

に
つ
い
て
は
、
１
等
「
現
金
１
万
円
」

が
６
４
本
、
２
等
「
食
用
油
」
が
８

６
本
、
３
等
「
千
円
の
ス
ー
パ
ー
商

品
券
」
が
４
２
９
本
で
す
。
抽
選
は
、

当
協
会
役
員
に
よ
り
業
界
紙
記
者
等

の
立
ち
会
い
の
も
と
一
月
二
十
三
日

に
徳
島
市
内
の
会
場
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
当
選
者
へ
の
景
品
の
配
達
は
、

関
係
販
売
店
が
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
ガ
ス
機
器
購

入
や
こ
れ
ま
で
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
取
引
の

お
礼
と
と
も
に
、
当
選
の
お
慶
び
を

伝
え
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

加
し
ま
し
た
。
な
お
、
当
協
会
会
員
販
売

所
に
は
、
こ
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

力
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
卓
上
幟
と
マ

グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
ま
す
。

協
力
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

庁
に
お
い
て
中
岸
会
長
と
飯
泉
知
事
と

の
間
で
協 

定
を
締
結 

し
ま
し
た
。 

 

協
力
の
方
法
と
し
て
は
、
当
協
会
会
員

が
「
見
守
り
協
力
員
」
と
い
う
立
場
で
、

検
針
業
務
や
容
器
交
換
業
務
等
の
日
常

氏
は
、

三
十
五

年
に
わ

た
り
高

圧
ガ
ス

事
業
に 

携
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
間
、
昭
和
六
十
二

年
か
ら
平
成
二
十
年
ま
で
所
属
事
業
所

の
業
務
主
任
者
と
し
て
保
安
業
務
規
程

の
改
定
、
保
安
管
理
組
織
の
整
備
、
保
安

教
育
実
施
計
画
の
作
成
・
社
内
業
務
主
任

者
研
修
会
講
師
、
顧
客
管
理
保
安
台
帳
の

電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
積
極

平
成
二
十
三
年
度 

四
国
地
方
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会 

保
安
院
長
表
彰 

髙 

正
明
氏 

受
賞 

的
に
す
す
め
自
主
保
安
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
当
協
会
事
業
に
お

い
て
も
技
術
普
及
講
習
会
の
講
師
、
設
備

士
講
習
の
ト
レ
ー
ナ
ー
、
高
圧
ガ
ス
保
安

法
関
係
国
家
試
験
の
試
験
監
督
員
等
を

長
年
に
わ
た
り
担
当
し
て
頂
く
な
ど
協

会
事
業
活
動
の
円
滑
な
実
施
に
ご
尽
力

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
の
受
賞

を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

と
も
、
そ
の
豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
を
徳
島
県

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
発
展
に
生
か
し
て
頂

け
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

「
徳
島
県
に
お
け
る 

高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」を
締
結 

 

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給

を
通
じ
高
齢
者
等
と
接
触
機
会
が
あ
る

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
と
し
て
、
高
齢
者
等
の
見

守
り
活
動
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日
徳
島
県

 

公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
と

し
て
、
昨
年
の
十
月
二
十
六
日
に
臨
時

総
会
を
開
催
し
、
当
協
会
の
法
人
形
態

と
し
て
新
制
度
に
基
づ
く
「
一
般
社
団

法
人
」
に
移
行
す
る
こ
と
を
決
議
す
る

と
と
も
に
、
併
せ
て
新
法
に
適
合
す
る

新
し
い
定
款
を
特
別
決
議
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昨
年
の
十
一
月
十
一
日
に
開

催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
移

行
認
可
申
請
書
類
を
承
認
し
、
同
日
付

で
徳
島
県
知
事
（
一
般
社
団
法
人
へ
の

移
行
の
認
可
を
行
う
行
政
庁
）
に
申
請

し
ま
し
た
。 

『
一
般
社
団
法
人
移
行
認
可
申
請
』 

県
審
議
会
で
認
可
基
準
適
合
の
答
申 

ガ
ス
コ
ラ
ボ
四
国
２
０
１
１ 

 

徳
島
県
公
益
認
定
等
審
議
会
に
お
い

て
一
月
十
六
日
及
び
一
月
二
十
三
日
の

両
日
審
査
さ
れ
た
結
果
、
認
可
基
準
に

適
合
す
る
（
整
備
法
第
１
１
７
条 

定
款

の
内
容
が
法
に
適
合
、
公
益
目
的
支
出

計
画
が
適
正
）
と
認
め
る
の
が
相
当
と

答
申
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
答
申

を
踏
ま
え
た
徳
島
県
知
事
の
認
可
の
処

分
通
知
を
受
け
、
一
般
社
団
法
人
の
設

立
の
登
記
が
完
了
す
る
と
、
新
し
い
定

款
が
施
行
に
な
り
、
新
法
人
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
四

月
一
日
を
目
途
と
し
て
お
り
ま
す
。） 

報 

告 

髙 

正
明
保
安
部
会
委
員
（
宮
崎
商
事
株
式
会
社
・
保
安
管
理
部
課
長
）
が
、

平
成
二
十
三
年
度
四
国
地
方
高
圧
ガ
ス
保
安
大
会
に
お
い
て
優
良
業
務
主
任

者
の
部
で
原
子
力
安
全
・
保
安
院
長
表
彰
を
受
賞 

 

業
務
を
行

っ
て
い
る

際
に
、
ひ
と

り
暮
ら
し

高
齢
者
等

に
何
ら
か

の
異
変
を

察
知
し
た

と
き
は
、
速
や
か
に
市
町
村
や
市
町
村
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
又
は
警
察
に

連
絡
・
通
報
す
る
等
に
よ
り
市
町
村
が
取

 
 
 
 
 
 

り
組
ん
で
い
る
高
齢
者

等
の
見
守
り
支
援
に
協

力
す
る
も
の
で
す
。 

 

締
結
式
に
は
、
当
協
会
の
他
に
、
新
聞

業
界
、牛
乳
・
ヤ
ク
ル
ト
販
売
店
の
組
合
、

電
力
・
都
市
ガ
ス
関
係
者
等
７
機
関
が
参
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一
月
十
三
日
、
四
国
電
力
伊
方
原
発
が
全
停
止

を
い
た
し
ま
し
た
。
翌
十
四
日
の
徳
島
新
聞
に
、

四
国
電
力
か
ら
み
な
さ
ま
へ
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
の
広
告

が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
八
日
、
当
協
会
は

３
６
社
の
有
志
事
業
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

徳
島
新
聞
へ
一
面
広
告
「
ガ
ス
で
で
き
る
節
電
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
電
力
業
界
と
ガ
ス
業
界

と
が
と
も
に
「
節
電
」
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
両
者
の
方
向
性
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
私
た
ち
ガ
ス
業
界
の
「
節
電
」
は
、

消
費
者
の
み
な
さ
ま
に
暮
ら
し
の
中
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ベ
ス
ト
な
使
い
方
の
選
択
や
電
気
の
使
用

量
を
極
力
落
と
す
た
め
の
工
夫
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

で
は
電
力
会
社
の
「
節
電
」
の
お
願
い
に
は
、

ど
の
よ
う
な
思
惑
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
３
・

１
１
事
故
後
の
対
応
や
姿
勢
か
ら
し
て
、
や
は
り

原
発
存
続
あ
り
き
原
発
再
稼
動
ま
で
の 

〝
一
時

凌
ぎ
〟 

の
よ
う
に
し
か
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
昨
年

末
、
中
岸
会
長
か
ら
弊
社
社
員
に
一
冊
の
本
『
原

発
の
う
そ
』（
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所 

助
教 

小

出
裕
章
著 
扶
桑
社
出
版
）
を
お
年
玉
に
い
た
だ
き

ま
し
た
。
福
島
の
悲
惨
な
現
状
が
続
く
中
、
も
う

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
人
災
を
繰
り
返
し
て
は
い

け
な
い
〝
ノ
ー
モ
ア 
フ
ク
シ
マ
〟 

と
唱
え
る
の

は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん
、
日
本
国
民

は
利
用
さ
れ
て
い
ま 

す
。
最
近
で
は
、
ガ 

ソ
リ
ン
と
Ｌ
Ｐ
ガ
ス 

の
併
用
車
両
、
ハ
イ 

ブ
リ
ッ
ト
車
の
Ｌ
Ｐ 

ガ
ス
改
造
車
な
ど
が 

登
場
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
全
体
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃

料
車
の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
た
「
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
１

販
売
店
１
台
運
動
」（
平
成
二
十
二
年
～
平
成
二
十

四
年
ま
で
の
三
年
間
）
を
展
開
し
て
お
り
、
今
年

が
同
運
動
の
最
終
年
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
こ
の
機
会
に
社
用
車
ま
た
は
自
家
用
車
と
し
て

Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
の
購
入
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 

副
会
長 
宮
﨑
一
成
（
製
造
部
会
担
当
）

 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
自
動
車
用
燃
料
と
し
て
昭
和
三
十

五
年
頃
か
ら
タ
ク
シ
ー
車
両
（
写
真
参
照
）
に
使

用
さ
れ
始
め
て
約
五
十
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
料
の
特
徴
は
、
燃
料
コ
ス
ト
が
非

常
に
安
い
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
（
窒

素
酸
化
物
）
の
排
出
量
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
比
べ
て

８
０
％
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量

は
ガ
ソ
リ
ン
に
比
べ
て
１
２
％
の
削
減
効
果
が
あ

り
ま
す
。 

現
在
、
全
国
各
地
で
軽
自
動
車
か
ら
中
型
ト
ラ

ッ
ク
、
商
業
車
、
乗
用
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な

ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
自
動
車
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
料

れ

す

最
近
で

ガ

（提供）LPG 内燃機関工業会 

昭和 37 年頃の LPG 改造車 

 

昨
年
十
二
月
十
三
日
／
十
四
日
の
二
日
間
に
亘

り
、
会
員
様
に
保
管
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
廃

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
回
収
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
メ
ー
タ
ー
台
数 

１
，
３
６
６
台
、
総
重
量 

４
，

０
４
９
ｋ
ｇ
、
総
額 

１
９
１
，
５
７
８
円
の
収
益

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
回
の
回
収
事
業

（
平
成
十
八
年
）
に
比
べ
る
と
、
非
鉄
金
属
価
格

の
下
落
に
よ
り
買
収
単
価
が
半
値
に
な
っ
た
た
め

金
額
は
減
り
ま
し
た
が
、
メ
ー
タ
ー
台
数
・
重
量

と
も
前
回
を
上
回
り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年 

廃
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
回
収
事
業 
報
告 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
燃
料
車 

（オ
ー
ト
ガ
ス
車
） 

「
１
販
売
店
１
台
運
動
」

紹
介 

 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
様
に
は
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
え
っ
と
ぶ
り
秋
号
で
既
報
の

よ
う
に
、
収
益
金
は
「
と
く
し
ま
協
働
の
森
づ
く

り
事
業
」
へ
の
協
力
金
に 

充
て
、
有
効
に
活
用
さ 

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。  副

会
長
・
青
年
部
会
長 

石
川 

雅
史 

の
ひ
と
り
と
し
て
専
門
家
の
、
原
発
の
恐
怖
の
警

告
に
つ
い
て
先
ず
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
か
と

存
じ
ま
す
。 

 

今
回
、
電
化
対
策
委
員
会
で
は
、
徳
島
新
聞
へ

の
一
面
広
告
「
ガ
ス
で
で
き
る
節
電
」
の
内
容
を

電
化
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
５
弾
「
ガ
ス
で
で
き

る
我
が
家
の
節
電
」
と
し
て
新
た
に
作
成
い
た
し

ま
し
た
。
電
力
会
社
は
国
民
に
節
電
を
求
め
る
一

方
で
、
オ
ー
ル
電
化
推
進
を
未
だ
に
止
め
な
い
と

い
う
相
反
し
た
営
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。 

会
員
の
み
な
さ
ま
、
電
化
対
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

を
活
用
し
て
「
ガ
ス
の
良
さ
」
を
丁
寧
に
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。
今
こ
そ
、
消
費
者
の
み
な
さ
ま
に

私
た
ち
の
「
提
案
」
が
理
解
さ
れ
、
ガ
ス
を
選
択

し
て
い
た
だ
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。 

泉 

雅
之
（
経
済
部
会
長
）

「
節
電
」の
行
方
は
？ 

電化対策パンフレット第５弾 
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第 15 回 設置状況調査報告書【２８５販売店の報告】 

ガス放出防止型高圧ホース(ガス放出防止器)平成 23 年 

9 月 30 日現在
設置箇所数

設置数 未設置数 設置率 

144,788 78,696 66,092 54.4％ 
一般住宅 

(151,015) (76,196) (74,819) (50.5) 

7,230 4,228 3,002 58.5％ 
集合住宅 

(7,045) (3,722) (3,323) (52.8) 

6,690 3,863 2,827 57.7％ 
業務用施設

(6,641) (2,915) (3,726) (54.2) 

158,708 86,787 71,921 54.7％ 
合 計 

(164,798) (83,572) (81,226) (50.7) 

※( )の数字は第 14 回.平成 23 年 3月末[291 販売店]に調査した数字です。 

（回） 

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス 

設
置
状
況
報
告 

設置数の進捗状況 

 54.7％ 

 

昨
年
三
月
十
一
日
に
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）

が
発
生
し
、
そ
の
あ
と
想
像
を
絶

す
る
大
津
波
が
沿
岸
を
襲
い
ま
し

た
。
徳
島
県
で
も
美
波
町
由
岐
で

実
際
に
観
測
さ
れ
た
十
一
日
二
十

時
二
十
八
分
に
１
．
１
５
メ
ー
ト

ル
が
最
高
で
し
た
。
三
月
十
六
日

の
調
査
で
は
福
井
町
湊
で
２
．
８

０
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
波
が
上

が
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
北
で
は
最

大
の
津
波
は
４
０
メ
ー
ト
ル
を
超

え
た
と
聞
き
ま
す
。
４
０
メ
ー
ト

ル
と
言
え
ば
、
十
三
階
建
て
ビ
ル

を
飲
み
込
む
ほ
ど
の
高
さ
で
す
。

こ
の
地
震
と
津
波
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
四
国
沖
で
確
実
に
来
る

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
南
海
地

震
と
東
南
海
地
震
、
そ
し
て
東
海

地
震
の
三
連
動
と
い
う
と
て
つ
も

な
い
大
地
震
で
同
じ
よ
う
な
津
波

が
発
生
す
る
と
想
定
さ
れ
て
、
県 津 波 

第 15 回ガス放出防止型高圧ホースの設置率は 54.7％で、前回調査（平成
23 年 3 月 31 日）からわずか 4.0％（3,215 箇所）の上昇に止まりました。 

平成 23 年度の設置率目標は 70.0％となっていますので、災害が発生した場
合の二次災害防止のためにも高圧ホースの交換時には放出防止型への交換を
お願いいたします。 

南
部
か
ら
徳
島
市
・
鳴
門
市
に
か

け
て
津
波
の
高
さ
が
約
二
倍
以
上

に
訂
正
さ
れ
ま
し
た
。 

津
波
の
こ
と
ば
か
り
書
き
ま
し

た
が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

地
震
で
す
。
津
波
の
前
に
は
非
常

に
長
い
「
長
周
期
動
」
と
言
わ
れ

る
横
揺
れ
が
来
ま
す
。
横
揺
れ
は

わ
か
っ
て
い
て
も
人
間
は
動
け
な

く
な
り
ま
す
。
南
海
地
震
は
、
長

け
れ
ば
震
度
７
の
揺
れ
が
四
分
か

ら
五
分
程
度
続
く
と
思
わ
れ
、
多

く
の
ビ
ル
と
家
屋
、
看
板
や
電
柱

や
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
あ
ら
ゆ
る
物
が

落
下
し
て
逃
げ
惑
う
私
た
ち
を
襲

う
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
埋
め
立

て
地
等
で
は
液
状
化
が
始
ま
り
避

難
し
よ
う
と
す
る
車
を
立
ち
往
生

さ
せ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

内
陸
部
で
は
地
割
れ
や
が
け
崩
れ

な
ど
今
ま
で
に
無
い
災
害
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
に
従
事
す
る
わ

れ
わ
れ
は
何
と
し
て
も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

に
よ
る
二
次
災
害
を
防
ぐ
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ガ
ス
放
出
防
止
器
は
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
高
圧
部
分
で
遮
断
す

る
最
も
有
効
な
器
具
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
揺
れ
で
容
器
が
倒
れ
た
り
、

津
波
で
容
器
が
引
っ
張
ら
れ
た
り

平成２３年度  

保安教育講習 

平
成
二
十
四
年
度 

事
業
計
画
策
定
方
針
に
つ
い
て 

 

平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
策
定
方
針
は
、
一
月
二
十
三
日
（
月
）
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
で
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
え
っ
と
ぶ
り
冬
号 

別
紙
版
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
原 

寛
（
総
務
部
会
長
）

す
る
と
遮
断
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
三
月
十
一
日
の
津
波
の

報
道
で
も
生
ガ
ス
を
吹
い
て
回
転

し
な
が
ら
流
れ
て
い
く
容
器
が
映

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
別
の

場
面
で
は
そ
の
ガ
ス
に
火
が
つ
き

火
炎
放
射
器
さ
な
が
ら
の
状
況
で

し
た
。
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ
ー
は
確

か
に
揺
れ
で
ガ
ス
は
止
ま
り
ま
す

が
、
津
波
に
は
ほ
と
ん
ど
無
力
で

す
。
私
た
ち
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店
は
、

災
害
が
起
こ
っ
て
か
ら
ど
う
す
る

の
で
は
な
く
起
こ
る
前
に
「
減
災
」

と
し
て
出
来
る
こ
と
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
新
型
の
高
圧
ホ
ー

ス
の
交
換
や
転
倒
防
止
の
多
重

化
、
ま
た
、
お
客
様
に
は
避
難
す

る
際
、
余
裕
が
あ
れ
ば
容
器
バ
ル

ブ
や
メ
ー
タ
ー
コ
ッ
ク
の
閉
止
な

ど
行
っ
て
貰
う
べ
き
作
業
の
周
知

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

最
後
に
、
皆
さ
ん
に
は
是
非
無

事
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
被
災

後
に
は
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
作
業
を
確
実
に
こ
な

す
た
め
に
も
怪
我
を
し
た
の
で
は

駄
目
な
の
で
す
。 

野
口 

久
司
（
保
安
部
会
長
）
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